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 本研究領域は、アルツハイマー病やパーキンソン病、さらには自閉症など、これまで 100

年にわたって組織レベル・遺伝子レベルでしか解明できてこなかった脳変性疾患や脳発達障

害などの神経疾患の発症機序を、新しいイメージング技術を応用し、神経病理学的に、神経

細胞のシナプスレベル、さらには、神経回路レベルで解析を行おうとする意欲的な提案であ

る。本研究によって神経病理学において長年の謎であった「系統変性」の一端が明らかにな

るものと期待できる。in vivo 分子イメージング技術や iPS 細胞による神経回路解析など新

技術開発を縦糸に、in vitro研究からin vivo研究までつなげようとする試みも新しく、神

経病理学に新しいパラダイムシフトを起こそうとする点も期待できる。 

 


